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News Release    (リサーチリサーチリサーチリサーチ結果報告結果報告結果報告結果報告) 

2012 年 3 月 28 日 

報道関係者 各位 

ライフネット生命保険株式会社 

 

～ライフネット生命、「東日本大震災後の意識・行動の変化」に関する調査～ 

～～～～    第第第第 1111 章章章章    東日本大震災前後東日本大震災前後東日本大震災前後東日本大震災前後でのでのでのでの変化変化変化変化    ～～～～    

－－－－    収入収入収入収入のののの変化変化変化変化    －－－－    

震災震災震災震災前前前前後後後後ででででのののの世帯年収世帯年収世帯年収世帯年収のののの変化変化変化変化、「、「、「、「減減減減ったったったった」」」」28.2%28.2%28.2%28.2%    

世帯年収減少世帯年収減少世帯年収減少世帯年収減少をををを受受受受けたけたけたけた行動変化行動変化行動変化行動変化、、、、「「「「外食外食外食外食をををを控控控控えるえるえるえる」」」」5555 割割割割強強強強、、、、「「「「固定支出固定支出固定支出固定支出のののの見直見直見直見直しししし」」」」2222 割半割半割半割半    

－－－－    コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションのののの変化変化変化変化    －－－－    

「「「「家族家族家族家族とよりとよりとよりとよりコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションをををを取取取取るようにるようにるようにるように心心心心がけたがけたがけたがけた」」」」震災以後震災以後震災以後震災以後 53.1%53.1%53.1%53.1%へへへへ上昇上昇上昇上昇    

「「「「見見見見ずずずず知知知知らずのらずのらずのらずの他人他人他人他人にもにもにもにも気気気気をををを配配配配るるるる」」」」大阪府大阪府大阪府大阪府よりよりよりより、、、、震源地震源地震源地震源地にににに近近近近いいいい東京東京東京東京都都都都のののの方方方方がががが意識高意識高意識高意識高まるまるまるまる    

－－－－    社会参加意識社会参加意識社会参加意識社会参加意識のののの変化変化変化変化    －－－－    

震災震災震災震災以後以後以後以後、、、、女性女性女性女性のののの「「「「政治関心政治関心政治関心政治関心度度度度」」」」がががが顕著顕著顕著顕著ににににアップアップアップアップ    

「「「「社会貢献意識社会貢献意識社会貢献意識社会貢献意識」」」」男女男女男女男女でででで逆転逆転逆転逆転、、、、女性女性女性女性のののの““““絆絆絆絆””””意識高意識高意識高意識高まるまるまるまる    

    

    

～～～～    第第第第 2222 章章章章    「「「「東日本大震災直後東日本大震災直後東日本大震災直後東日本大震災直後」」」」とととと「「「「震災後震災後震災後震災後 1111 年年年年」」」」でのでのでのでの変化変化変化変化    ～～～～    

－－－－    消費行動消費行動消費行動消費行動のののの変化変化変化変化    －－－－    

““““応援応援応援応援消費消費消費消費””””、、、、震災直後震災直後震災直後震災直後のののの 35.9%35.9%35.9%35.9%からからからから今年今年今年今年はははは 11.8%11.8%11.8%11.8%にににに減少減少減少減少    

－－－－    意識度合意識度合意識度合意識度合いのいのいのいの変化変化変化変化    －－－－    

ビジョンビジョンビジョンビジョンやややや使命感使命感使命感使命感はははは、、、、震災直後震災直後震災直後震災直後よりよりよりより明確明確明確明確にににに認識認識認識認識    

－－－－    寄附寄附寄附寄附・・・・ボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動のののの変化変化変化変化    －－－－    

震災直後震災直後震災直後震災直後とととと比比比比べべべべ、、、、今年今年今年今年はははは「「「「被災地域被災地域被災地域被災地域のためののためののためののための寄附寄附寄附寄附」」」」へのへのへのへの参加率参加率参加率参加率はははは半減半減半減半減    

寄附寄附寄附寄附・・・・ボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動にににに参加参加参加参加できなくなったできなくなったできなくなったできなくなった理由理由理由理由「「「「将来将来将来将来のののの増税不安増税不安増税不安増税不安」」」」5555 人人人人にににに 1111 人人人人    

寄附文化寄附文化寄附文化寄附文化ややややボランティアボランティアボランティアボランティア精神精神精神精神がががが成熟成熟成熟成熟していくためにしていくためにしていくためにしていくために必要必要必要必要なものなものなものなもの    

    1111 位位位位「「「「景気回復景気回復景気回復景気回復」、」、」、」、2222 位位位位「「「「税制面税制面税制面税制面のののの優遇優遇優遇優遇」、」、」、」、そのそのそのその他他他他「「「「募金団体募金団体募金団体募金団体のののの透明性透明性透明性透明性」」」」    

20202020 代代代代・・・・30303030 代代代代、、、、高齢層高齢層高齢層高齢層にににに比比比比べべべべ「「「「助助助助けけけけ合合合合いいいい」「」「」「」「絆絆絆絆」」」」にににに対対対対するするするする意識意識意識意識がががが高高高高いいいい    

    

インターネットを活用して新しい生命保険サービスを提供するライフネット生命保険株

式会社(本社：東京都千代田区、代表取締役社長 出口治明)は 2012 年 2月 14 日～2月 20

日の 7日間、20～59 歳の男女を対象に、東日本大震災後の意識・行動変化に関する調査を

モバイルリサーチ(携帯電話によるインターネットリサーチ)で実施、6,000 名の有効回答を

集計しました。 
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～～～～    第第第第 1111 章章章章    東日本大震災前後東日本大震災前後東日本大震災前後東日本大震災前後でのでのでのでの変化変化変化変化    ～～～～    

全国の 20～59 歳の男女 6,000 名(男性 3,000 名・女性 3,000 名、男性 20代、男性 30 代、

男性 40 代、男性 50 代、女性 20 代、女性 30 代、女性 40 代、女性 50 代の各 750 名)を対象

に、東日本大震災以前と東日本大震災以後における、世帯年収の変化、意識や行動の変化

について聞きました。 

－－－－    収入収入収入収入のののの変化変化変化変化    －－－－    

■■■■震災震災震災震災前前前前後後後後ででででのののの世帯年収世帯年収世帯年収世帯年収のののの変化変化変化変化、「、「、「、「減減減減ったったったった」」」」28.2%28.2%28.2%28.2%    

■■■■世帯年収減少世帯年収減少世帯年収減少世帯年収減少をををを受受受受けたけたけたけた行動行動行動行動変化変化変化変化、「、「、「、「外食外食外食外食をををを控控控控えるえるえるえる」」」」5555 割割割割強強強強、「、「、「、「固定支出固定支出固定支出固定支出のののの見直見直見直見直しししし」」」」2222 割半割半割半割半    

まず、世帯年収はどのように変化したかを聞いたところ、震災以前と比べて世帯年収は

「増えた」が 4.7%、「変化なし」が 55.7%、「減った」が 28.2%、「わからない・答えたくな

い」11.4%となり、「減った」層は「増えた」層の 6倍となりました。 

また、震災後 1 年で世帯年収の減少した層 (1,691 名)に、震災後の世帯年収の減少を受

けて、行動が変化したかを聞いたところ、「買い物を極力控えるようになった」55.5%、「外

食を極力控えるようになった」53.7%、「固定支出の見直しをした」26.6%、「自分や家族が

副業やアルバイトを始めた」11.1%と回答しており、家計の支出の抑制や見直しの実態を窺

い知る結果となりました。 

 

－－－－    コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションのののの変化変化変化変化    －－－－    

■■■■「「「「家族家族家族家族とよりとよりとよりとよりコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションをををを取取取取るようにるようにるようにるように心心心心がけたがけたがけたがけた」」」」震災以後震災以後震災以後震災以後 53.1%53.1%53.1%53.1%へへへへ上昇上昇上昇上昇    

■■■■    「「「「見見見見ずずずず知知知知らずのらずのらずのらずの他人他人他人他人ににににもももも気気気気をををを配配配配るるるる」」」」大阪府大阪府大阪府大阪府よりよりよりより震源地震源地震源地震源地にににに近近近近いいいい東京都東京都東京都東京都のののの方方方方がががが意識意識意識意識高高高高まるまるまるまる    

次に、全回答者(6,000 名)に、震災前後での“コミュニケーション”の変化について聞い

てみました。 

【家族とよりコミュニケーションを取るように心がけた】においては、『あてはまる(計)』

(「あてはまる」「ややあてはまる」の合計 以下同様)は《震災以前》46.0%から《震災以後》

53.1%へと 7.1 ポイント上昇しました。被災 3県では、震災前後で 12.7 ポイント上昇し、《震

災以後》の『あてはまる(計)』は、60.8%と約 6割となりました。 

【仕事よりも家族や友人とのつきあいの優先度を上げた】においては、有職者(4,617 名)

で『あてはまる(計)』は《震災以前》28.2%から《震災以後》32.5%へと 4.3 ポイント上昇

しました。 

【隣近所の人とコミュニケーションを取るようにした】においては、全回答者(6,000 名)

で『あてはまる(計)』は、《震災以前》19.1%から《震災以後》22.2%へと 3.1 ポイント上昇

しました。被災 3県では 10.0 ポイント上昇し、《震災以後》の『あてはまる(計)』は 35.6%

となり、家族や仕事と同様に、隣近所とのコミュニケーションも密になっている様子が窺

えます。 

【見ず知らずの他人にも、気を配るようにした】においては、『あてはまる(計)』は、《震

災以前》15.9%から《震災以後》20.5%へと 4.6 ポイント上昇しました。 

特に、被災 3 県では『あてはまる(計)』は《震災以前》19.6%から《震災以後》32.7%へ

アンケート総括 
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と 13.1 ポイント上昇しており、他項目と同様に、他エリアと比較して大きな変化が見られ

ました。また、他人とのコミュニケーションが一般的に少ないとされる大都市圏で東西比

較してみると、東京都では 16.4%から 21.6%へと 5.2 ポイント上昇、大阪府では 15.6%から

18.2%と 2.6 ポイント上昇しており、震源地に近く、震災の影響をより大きく受けたであろ

う東京都において、人々が他人にも気を配ることを心がけるようになった様子が窺えます。 

 

－－－－    社会参加意識社会参加意識社会参加意識社会参加意識のののの変化変化変化変化    －－－－    

■■■■    震災震災震災震災以後以後以後以後、、、、女性女性女性女性のののの「「「「政治政治政治政治関心度関心度関心度関心度」」」」がががが顕著顕著顕著顕著ににににアップアップアップアップ    

■■■■    震災前後震災前後震災前後震災前後のののの「「「「社会貢献意識社会貢献意識社会貢献意識社会貢献意識」」」」がががが男女男女男女男女でででで逆転逆転逆転逆転、、、、女性女性女性女性のののの““““絆絆絆絆””””意識高意識高意識高意識高まるまるまるまる    

次に、全回答者(6,000 名)に、震災前後での“社会参加意識 ”の変化を聞きました。 

【政治に強い関心を持った】において、『あてはまる(計)』は《震災以前》32.7%から《震

災以後》47.5%へと 14.8 ポイント上昇しました。男女別に見ると、男性で 9.0 ポイント、

女性で 21.0 ポイント上昇し、《震災以後》では男性 48.3%、女性 46.9%と、政治に対する関

心が男女で同程度まで近付きました。 

【自らの社会貢献について深く考えた】では、『あてはまる(計)』は、《震災以前》21.5%

から《震災以後》38.2%へと 16.7 ポイント上昇し、4割弱の人が社会貢献について深く考え

るようになったことが分かりました。男女別に見ると、《震災以前》では男性 22.8%、女性

20.0%でしたが、《震災以後》では男性 35.2%、女性 41.3%と、男性で 12.4 ポイント、女性

で 21.3 ポイント上昇し、社会貢献意識が男女で逆転し、女性の方がより、絆や助け合いの

気持ちが高まっている様子を窺い知ることのできる結果となりました。 
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～～～～    第第第第 2222 章章章章    「「「「東日本大震災直後東日本大震災直後東日本大震災直後東日本大震災直後」」」」とととと「「「「震災後震災後震災後震災後 1111 年年年年」」」」でのでのでのでの変化変化変化変化    ～～～～    

今回の調査は東日本大震災発生後からまもなく 1 年を迎えようとする時期に行いました

が、人々の心情や行動はこの 1 年間でどのように変化したのでしょうか。これらの変化を

捉える為に、全回答者(6,000 名)に、《震災直後》(震災発生からゴールデンウィーク位迄の

2ヶ月間)と、《今年》(2012 年 1 月、2月の 2ヶ月間)の心情や行動を比較しました。 

－－－－    消費行動消費行動消費行動消費行動のののの変化変化変化変化    －－－－    

■■■■    ““““自粛自粛自粛自粛””””、、、、震災直後震災直後震災直後震災直後のののの 35.4%35.4%35.4%35.4%からからからから今年今年今年今年はははは 17.7%17.7%17.7%17.7%とととと半減半減半減半減    

■■■■    ““““応援応援応援応援消費消費消費消費””””、、、、震災直後震災直後震災直後震災直後のののの 35.935.935.935.9%%%%からからからから今年今年今年今年はははは 11111111....8888%%%%にににに減少減少減少減少    

まず、“消費行動”について、【旅行や外食、イベントなどを自主的に控えた】について、

『あてはまる(計)』は、《震災直後》35.4%から《今年》17.7%へと半減しています。3 人に

1人は楽しみを自粛していた震災直後と比較して、自粛ムードが落ち着いた様子が見て取れ

ますが、2割近くの方は、引続き自主的に楽しみを控えている状況も窺えます。 

また、【被災地を支援する商品を買った】については、『あてはまる(計)』は、《震災直後》

の 35.9%から《今年》の 24.1%へと 11.8 ポイント減少しています。 

 

－－－－    意識度合意識度合意識度合意識度合いのいのいのいの変化変化変化変化    －－－－    

■■■■    震災直後震災直後震災直後震災直後とととと比比比比べべべべ、、、、今年今年今年今年はははは家族的絆家族的絆家族的絆家族的絆もももも社会的絆社会的絆社会的絆社会的絆もももも脆弱化脆弱化脆弱化脆弱化のののの傾向傾向傾向傾向ありありありあり    

■■■■    ビジョンビジョンビジョンビジョンやややや使命感使命感使命感使命感はははは、、、、震災直後震災直後震災直後震災直後よりよりよりより明確明確明確明確にににに認識認識認識認識    

引続き、全回答者(6,000 名)に、《震災直後》と《今年》の二つの時期において、意識や

心情の度合いはどのように変化したのかを比較しました。 

【家族をより大切に感じた】については、『あてはまる(計)』は《震災直後》72.6%から

《今年》64.6%へと 8.0 ポイントの減少となりました。男女別に《今年》の『あてはまる(計)』

を見ると、男性 57.1%、女性 72.2%と 15.1 ポイントの差がありました。 

【仕事や職場の仲間をより大切に感じた】については、有職者(4,617 名)で『あてはまる

(計)』は《震災直後》47.3%から《今年》40.5%へと 6.8 ポイントの減少となりました。 

また、被災 3県における《今年》の『あてはまる(計)』50.3%となり全体より 9.8 ポイン

ト高い結果となりました。 

【人生におけるビジョンや使命感をよりハッキリと感じた】については、『あてはまる

(計)』は《震災直後》14.3%から《今年》17.8%へと 3.5 ポイントの上昇となりました。 

 

－－－－    寄附寄附寄附寄附・・・・ボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動のののの変化変化変化変化    －－－－    

■■■■    震災直後震災直後震災直後震災直後とととと比比比比べべべべ、、、、今年今年今年今年はははは「「「「被災地域被災地域被災地域被災地域のためののためののためののための寄附寄附寄附寄附」」」」へへへへのののの参加率参加率参加率参加率はははは半減半減半減半減    

■■■■    被災地被災地被災地被災地へのへのへのへの寄附金寄附金寄附金寄附金額額額額    平均平均平均平均 14,10214,10214,10214,102 円円円円    

■■■■    ボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動やややや寄附活動寄附活動寄附活動寄附活動にににに参加参加参加参加できなくなったできなくなったできなくなったできなくなった理由理由理由理由「「「「将来将来将来将来のののの増税不安増税不安増税不安増税不安」」」」5555 人人人人にににに 1111 人人人人    

次に、全回答者(6,000 名)に、《震災直後》と《今年》の二つの時期において、ボランテ

ィア活動や寄附活動に関する行動について質問しました。 

まず、寄附活動やボランティア活動で参加したものについて聞いたところ、《震災直後》

おいて、「被災地域のための寄付をした」と回答した方は 54.0%となり、半数以上の人が寄

附を行っていましたが、《今年》については 21.0%となり、33.0 ポイントの大幅な減少が見
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られる結果となりました。同様に、「被災地域へ支援物資を提供した」では、《震災直後》

11.6%から《今年》3.8%へ減少、「被災地域での復旧･復興支援活動」は、《震災直後》5.1%

から《今年》3.2%へ減少しました。 

 

さらに、《震災直後》または《今年》に「被災地域のための寄付をした」と回答した 3,362

名に、今までに東日本大震災の被災地･被災者に対し行った寄附金額の累計を単一回答形式

で聞いたところ、平均で 14,102 円となり、各年代における最多金額帯は、20 代で「500 円

～1,000 円未満」23.7%、30 代で「1,000 円～2,000 円未満」17.3%、40 代で「1,000 円～2,000

円未満」20.3%、50 代で「5,000 円～1万円未満」16.7%となりました。 

 

《震災直後》に被災地のために何らかのボランティア活動や寄附活動を行っていたにも

関わらず、《今年》は行っていない 1,897 名に、ボランティア活動や寄附活動に参加できな

くなった理由を聞いたところ、多い順に「仕事や学校が忙しくなった」26.1%、「お金や資

力がなくなった」25.8%、「役に立っている実感がわかなかった」25.1%、「景気低迷による

不安が増してきた」21.2%、「将来の増税による不安が増してきた」20.0%、「関心が薄れた」

15.2%と続きました。 

また、20 代と 30代では、参加できなくなった理由として最も多く挙げられたのが「仕事

や学校が忙しくなった」でしたが、40 代と 50 代での最も多い理由は、「役に立っている実

感がわかなかった」となりました。 

 

■■■■    寄附文化寄附文化寄附文化寄附文化ややややボランティアボランティアボランティアボランティア精神精神精神精神がががが成熟成熟成熟成熟していくしていくしていくしていくためにためにためにために必要必要必要必要なものなものなものなもの    

        1111 位位位位「「「「景気回復景気回復景気回復景気回復」」」」、、、、2222 位位位位「「「「税制面税制面税制面税制面のののの優遇優遇優遇優遇」、」、」、」、そのそのそのその他他他他「「「「募金団体募金団体募金団体募金団体のののの透明性透明性透明性透明性」」」」    

■■■■    20202020 代代代代・・・・30303030 代代代代、、、、高齢層高齢層高齢層高齢層にににに比比比比べべべべ「「「「助助助助けけけけ合合合合いいいい」「」「」「」「絆絆絆絆」」」」にににに対対対対するするするする意識意識意識意識がががが高高高高いいいい    

最後に、全回答者(6,000 名)に、日本において寄附文化やボランティア精神が成熟してい

くために、今後さらに必要だと感じているものは何かを複数回答形式で聞いたところ、多

く挙げられた順に「景気回復」65.7%、「税制面の優遇(個人)」49.9%、「助け合いの精神」

48.4%、「政治家の指導力」46.6%、「募金団体の透明性」46.5%、「人と人との繋がりや絆」

43.7%、「少額であっても寄附することを称える土壌」33.8%、「お金の使い方に対する学校・

家庭教育」30.2%、「寄附に対する学校・家庭教育」26.0%と続きました。 

特徴的な点としては、「助け合いの精神」で、20代が 52.1%、30 代が 49.7%、40 代が 45.7%、

50 代が 46.1%となり、「人と人との繋がりや絆」で、20 代が 48.9%、30 代が 44.9%、40 代が

41.9%、50 代が 39.0%と、若い世代ほど、助け合いや絆に対する意識の高さを窺い知る結果

となりました。 

他にも、学校や家庭での教育の必要性を訴える項目として、「お金の使い方に対する学校･

家庭教育」で、20代が 33.7%、30 代が 31.3%、40 代が 28.5%、50 代が 27.4%となり、「寄附

に対する学校･家庭教育」で、20 代が 28.0%、30 代が 26.0%、40 代が 26.1%、50 代が 23.9%

となり、教育が重要と考えている人が多いことが分かりました。
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ライフネット生命保険株式会社  マーケティング部：関谷 

TEL:03－5216—7900 

 

調査協力会社：ネットエイジア株式会社  担当：唐木田 

 

◆ ライフネット生命について URL： http://www.lifenet-seimei.co.jp/ 

ライフネット生命は、保険の原点に戻り「どこよりも正直な経営を行い、どこよりもわかりやすく、シンプ

ルで便利で安い商品・サービスの提供を追求する」という理念のもとに設立された、インターネットを主

な販売チャネルとする新しいスタイルの生命保険会社です。相互扶助という「保険の原点」に立ち返り

つつ、最新のテクノロジーを最大限活用して、生活者にとって便利でわかりやすく、かつ高品質な生命

保険商品・サービスを提供することを目指しています。また、インターネットの活用により販売・事務コス

トを徹底的に削減し、価格競争力に加えて、24時間いつでも可能な納得の保険選びと迅速な申し込み

手続きを実現し、「生命(いのち)のきずな＝ライフネット」を世の中に広げていきたいと考えています。 

■■調査概要■■ 

■調査タイトル：東日本大震災後の意識・行動の変化に関する調査 

■調査対象：ネットエイジアリサーチのモバイルモニター会員を母集団とする 

20～59歳の男女 

■調査期間：2012年2月14日～2月20日 

■調査方法：モバイルリサーチ 

■調査地域：全国 

■有効回答数：6,000サンプル(有効回答母数から6,000サンプルを抽出) 

(有効回答の「属性」に関する集計概要) 

男女    男性3,000名 女性3,000名 

年代    20代1,500名 30代1,500名 40代1,500名 50代1,500名 

婚姻状況  未婚2,551名 既婚(配偶者有り)3,037名 既婚(離死別)412名 

同居家族  単身919名 単身以外5,081名 子供と同居2,527名 親と同居2,260名 

職業    有職者(パート・アルバイト含む)4,617名 

有職者以外(専業主婦/主夫・学生・無職)1,383名 

世帯年収  300万円未満1,204名 300万～500万円未満1,294名 

500万～700万円未満911名 700万～1000万円未満667名 1000万円以上323名 

居住地域  震災時：被災3県(岩手県・宮城県・福島県)281名、被災3県以外5,719名 

 

■実施機関：ネットエイジア株式会社 

■■報道関係者様へのお願い■■ 
 

本本本本リリースリリースリリースリリース内容内容内容内容のののの転載転載転載転載にあたりましてはにあたりましてはにあたりましてはにあたりましては、、、、「「「「ライフネットライフネットライフネットライフネット生命生命生命生命調調調調べべべべ」」」」    

というというというという表記表記表記表記をおをおをおをお使使使使いいいい頂頂頂頂けけけけますようますようますようますよう、、、、おおおお願願願願いいいい申申申申しししし上上上上げますげますげますげます。。。。    

■会社名       ：ライフネット生命保険株式会社 

■代表者名     ：代表取締役社長 出口 治明 

■設立         ：2006 年 10 月 

■所在地     ：東京都千代田区麹町二丁目 14 番地 2 麹町 NK ビル 

■業務内容     ：インターネットを利用した生命保険の販売 

■ホームページ ：http://www.lifenet-seimei.co.jp/ 

本件に関する報道関係者のお問い合わせ先 
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◆震災後1年で世帯年収はどのように変化したか
　(単一回答形式)

4.7 55.7 28.2 11.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

【n=6000】

増えた 変化なし 減った わからない･答えたくない

 

 

 

◆世帯年収減少による行動変化(単一回答形式)
※対象：震災後1年で世帯年収が減った方

55.5

53.7

26.6

11.1

1.6

18.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

買い物を極力控えるようになった

外食を極力控えるようになった

固定支出の見直しをした

自分や家族が

副業やアルバイトを始めた

その他

特に変化は無い
全体
【n=1691】
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◆どの程度あてはまるか(項目ごとに単一回答形式)
　 _《震災以前》と《震災以後》

46.0

28.2

19.1

15.9

16.9

53.1

32.5

22.2

20.5

19.0

0% 20% 40% 60% 80%

家族とよりコミュニケーションを

取るように心がけた　全体：【n=6000】

仕事よりも家族や友人とのつきあいの

優先度を上げた　有職者：【n=4617】

隣近所の人とコミュニケーションを

取るようにした　全体：【n=6000】

見ず知らずの他人にも､

気を配るようにした　全体：【n=6000】

ネットを通じたコミュニケーションを

取るようにした　全体：【n=6000】

《震災以前》

《震災以後》

※『あてはまる(計)』 (「あてはまる」＋「ややあてはまる」)の値をグラフ化
 

 

◆どの程度あてはまるか(単一回答形式)
　 【家族とよりコミュニケーションを取るように心がけた】
　 _震災時の居住地別

12.2

11.7

12.5

10.3

10.3

8.7

11.7

31.6

26.5

27.8

24.2

26.7

32.0

21.4

28.8
4.6

27.0

30.4

19.0

22.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

《震災以前》

全体【n=6000】

《震災以後》

全体【n=6000】

《震災以前》

被災3県【n=281】

《震災以後》

被災3県【n=281】

あてはまらない あまりあてはまらない どちらともいえない

ややあてはまる あてはまる

あてはまら

ない(計)

あてはま

る(計)

22.5 46.0

20.4 53.1

24.2 48.1

14.9 60.8

 

 

◆どの程度あてはまるか(単一回答形式)
　 【仕事よりも家族や友人とのつきあいの優先度を上げた】
　 _震災時の居住地別

15.9

15.5

17.6

14.1

16.3

13.5

14.1

39.7

38.6

35.7

35.7

19.1

26.1

13.6

14.1
10.1

18.3

21.9

9.9

10.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

《震災以前》

全体【n=4617】

《震災以後》

全体【n=4617】

《震災以前》

被災3県【n=199】

《震災以後》

被災3県【n=199】

あてはまらない あまりあてはまらない どちらともいえない

ややあてはまる あてはまる

あてはまら

ない(計)

あてはま

る(計)

32.2 28.2

29.0 32.5

31.7 32.7

24.2 40.2
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◆どの程度あてはまるか(単一回答形式)
　 【隣近所の人とコミュニケーションを取るようにした】

　 _震災時の居住地別

29.3

27.2

24.9

21.0

20.5

16.5

19.2

13.9

31.2

34.2

30.2

29.5

18.5

25.6

7.1

10.0

17.1

15.0

5.1

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

《震災以前》

全体【n=6000】

《震災以後》

全体【n=6000】

《震災以前》

被災3県【n=281】

《震災以後》

被災3県【n=281】

あてはまらない あまりあてはまらない どちらともいえない

ややあてはまる あてはまる

あてはまら

ない(計)

あてはま

る(計)

49.8 19.1

43.7 22.2

44.1 25.6

34.9 35.6

 

 

◆どの程度あてはまるか(単一回答形式)

　 【見ず知らずの他人にも、気を配るようにした】

　 _震災時の居住地別

27.2

25.4

22.8

17.1

28.6

27.6

27.2

25.9

21.5

16.8

22.8

17.4

20.9

14.4

21.2

15.9

35.6

37.4

34.9

32.7

34.1

36.4

36.0

40.1

14.6

26.3

13.5

18.1

12.8

15.4

6.4

2.9

3.5

2.8

17.0

13.4

3.5

2.5

2.8

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

《震災以前》

全体【n=6000】

《震災以後》

全体【n=6000】

《震災以前》

被災3県【n=281】

《震災以後》

被災3県【n=281】

《震災以前》

東京都【n=860】

《震災以後》

東京都【n=860】

《震災以前》

大阪府【n=397】

《震災以後》

大阪府【n=397】

あてはまらない あまりあてはまらない どちらともいえない

ややあてはまる あてはまる

あてはまら

ない(計)

あてはま

る(計)

48.7 15.9

42.2 20.5

45.6 19.6

34.5 32.7

49.5 16.4

42.0 21.6

48.4 15.6

41.8 18.2
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◆どの程度あてはまるか(単一回答形式)

　 【政治に強い関心を持った】

　 _男女別

20.6

16.7

18.9

18.0

22.3

15.3

19.8

12.3

16.6

11.3

23.0

13.3

26.9

23.5

25.1

22.5

28.8

24.5

27.8

30.5

21.3

34.2

11.5

17.8

4.6

12.7

24.6

32.3

8.1

15.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

《震災以前》

全体【n=6000】

《震災以後》

全体【n=6000】

《震災以前》

男性【n=3000】

《震災以後》

男性【n=3000】

《震災以前》

女性【n=3000】

《震災以後》

女性【n=3000】

あてはまらない あまりあてはまらない どちらともいえない

ややあてはまる あてはまる

あてはまら

ない(計)

あてはま

る(計)

40.4 32.7

29.0 47.5

35.5 39.3

29.3 48.3

45.3 25.9

28.6 46.9

◆どの程度あてはまるか(項目ごとに単一回答形式)
　 _《震災以前》と《震災以後》

32.7

41.1

21.5

32.0

25.1

47.5

51.7

38.2

63.9

53.7

0% 20% 40% 60% 80%

政治に強い関心を持った

 全体：【n=6000】

子どもたちの未来について

真剣に考えた　全体：【n=6000】

自らの社会貢献について

深く考えた　全体：【n=6000】

エネルギーについて強い関心を持った

　全体：【n=6000】

居住地域の災害対策に

強い関心を持った　全体：【n=6000】

《震災以前》

《震災以後》

※『あてはまる(計)』 (「あてはまる」＋「ややあてはまる」)の値をグラフ化
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News Release    (リサーチリサーチリサーチリサーチ結果報告結果報告結果報告結果報告) 

◆どの程度あてはまるか(単一回答形式)
　 【自らの社会貢献について深く考えた】

　 _男女別

21.7

15.6

24.1

19.2

19.4

12.0

21.0

12.3

19.1

12.3

22.8

12.3

35.9

33.9

34.0

33.3

37.8

34.4

18.5

26.7

16.8

33.0

4.3

8.5

3.2

8.3

29.8

17.7

8.4

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

《震災以前》

全体【n=6000】

《震災以後》

全体【n=6000】

《震災以前》

男性【n=3000】

《震災以後》

男性【n=3000】

《震災以前》

女性【n=3000】

《震災以後》

女性【n=3000】

あてはまらない あまりあてはまらない どちらともいえない

ややあてはまる あてはまる

あてはまら

ない(計)

あてはま

る(計)

42.7 21.5

27.9 38.2

43.2 22.8

31.5 35.2

42.2 20.0

24.3 41.3

 

 

 

◆どの程度あてはまるか(単一回答形式)

　  【自らの社会貢献について深く考えた】

　  _年代別

29.9

22.5

22.5

16.4

16.2

11.5

18.2

12.1

20.6

12.5

21.4

13.4

20.1

10.9

21.8

12.4

28.6

28.3

35.5

34.1

41.9

38.4

37.5

34.7

17.7

28.2

18.2

31.0

18.3

33.1

2.9

7.9

3.6

8.2

4.3

7.7

16.5

26.9

4.4

9.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

《震災以前》

20代【n=1500】

《震災以後》

20代【n=1500】

《震災以前》

30代【n=1500】

《震災以後》

30代【n=1500】

《震災以前》

40代【n=1500】

《震災以後》

40代【n=1500】

《震災以前》

50代【n=1500】

《震災以後》

50代【n=1500】

あてはまらない あまりあてはまらない どちらともいえない

ややあてはまる あてはまる

あてはまら

ない(計)

あてはま

る(計)

50.5 20.9

35.0 36.7

43.9 20.6

29.8 36.1

36.3 21.8

22.4 39.2

40.0 22.6

24.5 40.8
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12 

News Release    (リサーチリサーチリサーチリサーチ結果報告結果報告結果報告結果報告) 

◆どの程度あてはまるか(項目ごとに単一回答形式)
　 _《震災直後》と《今年》

35.4

16.9

11.6

35.9

34.5

17.7

16.6

12.3

24.1

24.9

0% 20% 40% 60% 80%

旅行や外食、イベントなどを

自主的に控えた 全体：【n=6000】

経済活性のために積極的に消費した

　全体：【n=6000】

家族や友人との絆が深められる

モノを買った　全体：【n=6000】

被災地を支援する商品を買った

　全体：【n=6000】

省エネ･エコグッズを購入した

　全体：【n=6000】

《震災直後》

《今年》

※『あてはまる(計)』 (「あてはまる」＋「ややあてはまる」)の値をグラフ化
 

 

◆どの程度あてはまるか(項目ごとに単一回答形式)
　 _《震災直後》と《今年》

47.7

57.9

72.6

47.3

50.2

38.5

25.0

14.3

46.1

54.3

64.6

40.5

45.8

33.2

23.1

17.8

0% 20% 40% 60% 80%

時間をより大切に感じた

全体：【n=6000】

お金や資産をより大切に感じた

全体：【n=6000】

家族をより大切に感じた

全体：【n=6000】

仕事や職場の仲間をより大切に感じた

有職者：【n=4617】

人との偶然の縁をより大切に感じた

全体：【n=6000】

安全性を重視し､保守的な気持ちを

より強く感じた　全体：【n=6000】

社会との繋がりや一体感を強く感じた

全体：【n=6000】

人生におけるビジョンや使命感を

よりハッキリと感じた　全体：【n=6000】

《震災直後》

《今年》

※『あてはまる(計)』 (「あてはまる」＋「ややあてはまる」)の値をグラフ化
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News Release    (リサーチリサーチリサーチリサーチ結果報告結果報告結果報告結果報告) 

◆どの程度あてはまるか(単一回答形式)

　 【家族をより大切に感じた】
　 _男女別

7.8

9.5

11.8

13.6

3.8

5.4

5.2

4.7

6.0

15.8

20.7

19.0

23.4

12.5

17.9

30.4

29.1

31.4

32.3

34.1

28.0

49.3

39.9
4.4

3.0

3.8

30.7

30.9

33.9

41.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

《震災直後》

全体【n=6000】

《今年》

全体【n=6000】

《震災直後》

男性【n=3000】

《今年》

男性【n=3000】

《震災直後》

女性【n=3000】

《今年》

女性【n=3000】

あてはまらない あまりあてはまらない どちらともいえない

ややあてはまる あてはまる

あてはまら

ない(計)

あてはま

る(計)

11.6 72.6

14.7 64.6

16.5 64.5

19.6 57.1

6.8 80.7

9.8 72.2

 

 

 

◆どの程度あてはまるか(単一回答形式)

　 【仕事や職場の仲間をより大切に感じた】　※対象者：有職者
　 _震災時の居住地別

12.7

14.7

12.1

15.1

9.0

9.7

6.5

9.0

31.0

35.0

27.1

25.6

33.7

32.7

20.6

17.6

32.8

28.7

14.5

11.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

《震災直後》

全体【n=4617】

《今年》

全体【n=4617】

《震災直後》

被災3県【n=199】

《今年》

被災3県【n=199】

あてはまらない あまりあてはまらない どちらともいえない

ややあてはまる あてはまる

あてはまら

ない(計)

あてはま

る(計)

21.7 47.3

24.4 40.5

18.6 54.3

24.1 50.3

 

 

 

 

◆どの程度あてはまるか(単一回答形式)

　 【人生におけるビジョンや使命感をハッキリと感じた】

24.1

23.9

21.4

17.1

40.3

41.3

10.9

13.0

3.4

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

《震災直後》

全体

【n=6000】

《今年》

全体

【n=6000】

あてはまらない あまりあてはまらない どちらともいえない

ややあてはまる あてはまる

あてはまら

ない(計)

あてはま

る(計)

45.5 14.3

41.0 17.8
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News Release    (リサーチリサーチリサーチリサーチ結果報告結果報告結果報告結果報告) 

◆ボランティア活動や寄付活動で参加したもの(複数回答形式)
　 _《震災直後》と《今年》

54.0

11.6

5.1

4.7

4.2

3.7

3.6

2.4

1.2

1.3

38.4

21.0

3.8

3.2

4.3

3.2

3.2

3.1

2.0

1.0

0.7

69.5

0% 20% 40% 60% 80%

被災地域のための

寄附をした

被災地域へ

支援物資を提供した

被災地域での

復旧･復興支援活動

(被災地域とは関係なく)

子どもの教育支援

(被災地域とは関係なく)

環境保全

(被災地域とは関係なく)

お年寄り支援

(被災地域とは関係なく)

障がい者支援

(被災地域とは関係なく)

街づくり推進

(被災地域とは関係なく)

海外協力

その他

参加したものはない

《震災直後》

全体：【n=6000】

《今年》

全体：【n=6000】
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News Release    (リサーチリサーチリサーチリサーチ結果報告結果報告結果報告結果報告) 

◆被災地・被災者への累計寄付金額(単一回答形式)
※対象者：《震災直後》または《今年》に
　 「被災地域のための寄付をした」と回答した方
　 _年代別

10.2

16.5

17.4

10.1

10.1

15.1

11.5

3.2

2.5

1.8

1.6

18.6

23.7

17.3

9.0

7.4

9.4

8.4

1.9

1.6

1.3

1.5

10.7

15.1

17.3

10.7

9.0

15.5

11.8

3.4

2.9

2.0

1.5

6.7

12.0

20.3

8.9

10.6

18.2

13.3

3.5

2.5

2.1

2.1

5.2

15.9

14.6

11.7

13.3

16.7

12.5

4.1

2.9

1.6

1.4

0% 5% 10% 15% 20% 25%

500円未満

500円

～1,000円未満

1,000円

～2,000円未満

2,000円

～3,000円未満

3,000円

～5,000円未満

5,000円

～1万円未満

1万円

～2万円未満

2万円

～3万円未満

3万円

～5万円未満

5万円

～10万円未満

『10万円以上』※

全体【n=3362】
(平均額:14,102円)

20代【n=799】
(平均額:13,973円)

30代【n=862】
(平均額:13,365円)

40代【n=852】
(平均額:15,784円)

50代【n=849】
(平均額:13,284円)

※・・・「10万円～20万円未満」、「20万円～30万円未満」、「30～50万円未満」

　　　　「50～100万円未満」、「100万円以上」の合計
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News Release    (リサーチリサーチリサーチリサーチ結果報告結果報告結果報告結果報告) 

◆ボランティア・寄付活動に参加できなくなった理由(複数回答形式)

※対象者：《震災直後》に被災地に対するなんらかのボランティア・

　 寄付活動を行なっていたが《今年》は行なっていない方

26.1

25.8

25.1

21.2

20.0

15.2

11.0

10.3

8.6

7.3

3.7

3.3

1.4

0.2

10.0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

仕事や学校が忙しくなった

お金や資力がなくなった

役に立っている実感がわかなかった

景気低迷による不安が増してきた

将来の増税による不安が増してきた

関心が薄れた

ニュースや報道番組が減ったので

忘れがちになった

一方的な支援は続けるのが難しいと感じた

欧州経済危機･円高による

不安が増してきた

自分はもう十分やったと思った

放射性物質や放射線量が気になってきた

社会の風潮に影響を受けた

一緒にやってくれる人が周りにおらず、

寂しく感じた

家族や友人に止められた

その他 全体【n=1897】

 

 

◆ボランティア・寄付活動に参加できなくなった理由(複数回答形式)

※対象者：《震災直後》に被災地に対するなんらかのボランティア・

   寄付活動を行なっていたが《今年》は行なっていない方

　 _年代別

34.9

26.7

20.7

14.7

13.4

19.8

13.6

9.9

5.8

8.2

2.4

2.8

2.4

0.4

11.2

28.6

27.0

24.2

20.4

22.2

15.1

11.1

9.7

8.3

6.7

4.0

3.8

1.2

0.2

8.3

23.6

23.8

27.1

23.6

21.7

14.0

10.3

10.5

9.9

7.4

3.3

3.1

1.2

0.0

10.5

17.2

25.6

28.7

26.3

22.5

11.9

8.8

11.0

10.4

6.8

5.1

3.3

0.7

0.2

9.9

0% 10% 20% 30% 40%

仕事や学校が忙しくなった

お金や資力がなくなった

役に立っている実感がわかなかった

景気低迷による不安が増してきた

将来の増税による不安が増してきた

関心が薄れた

ニュースや報道番組が減ったので

忘れがちになった

一方的な支援は続けるのが難しいと感じた

欧州経済危機･円高による

不安が増してきた

自分はもう十分やったと思った

放射性物質や放射線量が気になってきた

社会の風潮に影響を受けた

一緒にやってくれる人が周りにおらず、

寂しく感じた

家族や友人に止められた

その他

20代【n=464】

30代【n=496】

40代【n=484】

50代【n=453】
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News Release    (リサーチリサーチリサーチリサーチ結果報告結果報告結果報告結果報告) 

◆日本において寄付文化やボランティア精神が成熟していくために、

　 今後さらに必要だと思うこと(複数回答形式)

65.7

49.9

48.4

46.6

46.5

43.7

33.8

30.2

26.0

22.6

21.0

16.6

10.1

9.8

9.3

5.8

2.4

0% 20% 40% 60% 80%

景気回復

税制面の優遇(個人)

助け合いの精神

政治家の指導力

募金団体の透明性

人と人との繋がりや絆

少額であっても

寄附することを称える土壌

お金の使い方に対する

学校･家庭教育

寄附に対する学校･家庭教育

税制面の優遇(法人)

実名を出して寄附をした人を

偽善･売名行為と批判しない土壌

有名人によるチャリティーイベント

寄附金控除を受けられる

認定NPO法人の数

有名人による啓蒙活動

寄附を促す広報活動

給与から寄附金を天引きする

制度の普及

その他 全体【n=6000】

 

 

◆日本において寄付文化やボランティア精神が成熟していくために、

　 今後さらに必要だと思うこと(複数回答形式)

   _年代別　 ※上位10位までを抜粋

66.2

44.0

52.1

49.2

43.6

48.9

34.5

33.7

28.0

23.5

64.3

48.7

49.7

44.8

44.9

44.9

33.5

31.3

26.0

22.1

67.4

52.7

45.7

46.1

47.5

41.9

32.4

28.5

26.1

22.4

65.0

54.2

46.1

46.3

50.1

39.0

34.9

27.4

23.9

22.2

0% 20% 40% 60% 80%

景気回復

税制面の優遇(個人)

助け合いの精神

政治家の指導力

募金団体の透明性

人と人との繋がりや絆

少額であっても

寄附することを称える土壌

お金の使い方に対する

学校･家庭教育

寄附に対する学校･家庭教育

税制面の優遇(法人)

20代【n=1500】

30代【n=1500】

40代【n=1500】

50代【n=1500】

 


